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月刊 サンエスウォッチング Vol.90

● 次回、月刊サンエスウォッチング Vol.91 は 2026 年 1月16 日（金）の配信予定です。
TOKYO SAN-ESU CO.,LTD.

カタログ制作（ちょいネタ）と全日本シクロクロス

●東京サンエス総合カタログ Vol.32 ●全日本シクロクロス

Vol.88 でもお伝えしておりました、OnebyESU
オーナーを交えてのトークセッション「多様性あ
るフレームの魅力について」の模様を YouTube
に公開いたしました。
ぜひご覧ください。

SAN-ESU BASE 羽根倉通り「KURU・UX」のほど近くに工場を構える老舗ソー
スメーカー「トキハソース（ときわそーす）」さんとのコラボステッカーを作製し
ました。トキハソースさんのキッチンカーのミートライスを食べたことがきっかけ
で、今年の BtoB 展示会（JapanBikeShow）へのご出展や専務さんと当社長
との地域テレビ出演などでご縁が深まり、コラボステッカーを配布いたしました。

▲トキハソースさんのキャラクター、アイくんとヴィキくんと OnebyESU フレームのコラボス
テッカー。展示会場で左の「JBS2025」をトキハソースさんのキッチンカーで配布の際に、
OnebyESU ロゴ入りのイラストがお客さんにウケていたそうです。右の「荒川サイクリング」
は KURU 店内で配布しています。

サンエス ×トキハソース コラボステッカー

トークセッションの模様を公開しました

来年の1月 24-25 日「2026 ハンドメ
イドバイシクル展（東京 科学技術館）」
から無料で配布（手渡の場合）スター
トの総合カタログを製作中です。勿論
編集は社内生産。ご期待ください！

12 月12-13 日に大阪府貝塚市 二色の浜
公園で行われた全日本シクロクロス。多
くの選手が OnebyESU 製品を使用され
ました。エリートで表彰台を狙う鈴木来人
選手は残念ながら落車から DNFとなりま
したが、皆さん横からの強風が厳しい縦
長の砂浜公園で、奮闘されました。

▲ 表 紙 の 撮 影 は「SAN-ESU 
BASE 羽根倉通り」の KURU 店
内にて行いました

▲▶︎自転車の撮影は埼玉県営秋ヶ
瀬公園さんのご協力で

▲今回、最終サンプルが間に合わないものが複数ありました。ギリギリセーフで仕上げた 3D モッ
クアップを出来る限り現物に近いものとしてお見せしたく、
プラモデル用の塗料で色付けしたフロントフォークやハンドルなど。因みに、フォーク＆ブレーキ＆
ホイールは 700x38C を許容できるスルーアクスルのリムブレーキ・・勿論フレームも製作中。

＜ ME 男子エリート＞

＜ MU23 男子アンダー 23 ＞

＜ MU15 男子アンダー15 ＞

＜ WJ 女子ジュニア＞

＜ WM 女子マスターズ＞

＜ WE 女子エリート＞

▲東京サンエスブースでは試乗車
7 台やハンドルなどを展示。

▲２周目の落車でエンドを曲げバイ
ク交換して必死で前を追うも、落車
の影響によりこの周回で降りました。

▲この大会ではケミカル「EVERS」
のサポートも受け過酷な状況下で
素晴らしい効果が有ると本人もサ
ポートからも絶賛でした。

▲サポートに入るレジェン
ド辻浦圭一氏と。バイク
は JFF#807z の M。

●鈴木来人  DNF

●松崎一勢  28 位  信州大

●宮本響斗  9 位
山口県ジュニアスポーツクラブ 

●綱島凛々音  2 位  北桑田高校

●渡辺佳織  優勝  AXIS

●石田唯  優勝
TRKWORKS 

●村田憲治 30 位 ●梅澤楽音  42 位 埼玉大
▶︎歳の差ほぼ 20 年・・共にエリートで走る村田選手（岩井商会
レーシング）と梅澤選手（埼玉大学）写真右。村田選手はマスター
ズ（MM40）を連覇するチャンピオンでありながら今季はエリー
トに挑む強者。お二人のバイクは JFF#807z の L と M です。

▶︎ U23 で走る信州大の松崎選手は両輪
パンクに見舞われひたすらランニングで
ゴールを目指しました・・でも、何だか楽
しそう・・。

▶︎これから強くなっ
ていきそうな気配の
出立ちです。

▲渡辺選手は昨年 2 位
を挽回しての優勝！

▲ご主人は MM35-39 で
8 位でしたがお二人仲良く
OnebyESU・・素敵です。

▶︎ 綱 島 選 手 は 女 子
ジュニアで 2 位と健
闘。妹の勇音選手は
女 子 U17 で 3 位 で
した。

▶︎ OnebyESU のハンドルを
使用する石田唯選手は念願の
女子チャンピオンに輝きました。
連覇の序章となりますように。

その他多くの皆さんが OnebyESU フレームを
　使用いただいていましたので少し紹介いたします。

2026 年に創業 100 年を迎える東京サンエス。創業から東京上野御徒町で続く営みには紆余曲折がありながらも、人と物の豊か
な調和を目指して、優れたメーカー商品や独自商品の設計開発にも力を入れながら、使用される皆様の笑顔を思い浮かべ歩み続け
て来ました。商品の提供にとどまらず、自転車生活応援の場所作りや、情報の提供、機会の創出、などにも力を入れています。
ただそれらは独自の価値観に基づいたものであり、続くものでありたいと願っています。自転車の楽しさ、それは自分の力で風を
感じ、道を通じて体験できるよろこび。東京サンエスの取り組みの軸にあるのは、身の丈に応じた生業による社会貢献です。

SAN-ESU BASE 羽根倉通り

イベント

サポート

情報発信

クルリング

埼玉県志木市の荒川右岸、羽根倉橋のたもとに開いた「SAN-ESU BASE 羽根倉通り」
も開設 3 年となります。ソフトクリーム店「KURU」と当社製品に触れていただける

「UX」の運営も軌道に乗り、皆様方の共有の空間としてご利用いただいております。
場所・情報・機会、穏やかに流れる空気感の中での会話や発見など、自転車という共
通の合言葉をもとに、豊かな風を感じるひとときをこれからも つくっていきます。

地域に生き、生かされている実感。自転車の距離感を誰でも最大に感じられること、
それはまず周辺の散策でありそれは自転車冒険の第一歩でもあります。「KURU」周
辺を自転車で発見する楽しさ。それはどんな地域にも共通するような発見であり、楽
しさはふとしたことからはじまります。そのはじまりの瞬間、自転車の存在が価値を
生み出してくれます。それが旅の始まりでもあり、楽しい自転車生活の幕開けです。

自分の力で進むものを試したり学んだり楽しみを知ることは、自転車を乗るために大
切なことだと思います。多くの皆様が集まる催事の中や、当社独自でもできる範囲で、
試乗や練習や小旅行や商品の説明などの機会を作っています。大掛かりで象徴的な
ことはできませんが、色んな物や事に触れていただける機会をつくり、生活への豊か
さの一端を自転車が与えてくれるという事を知る好機にしていただければ幸いです。

いつどこでどのようなことがあるのか・・・この商品はどういうものなのか・・・
前にこんなことしてました・・・こんなことがあります・・・これからこんなことを
します・・・何につけお知らせしておきたいことはあるものです。そんなこと色々を
お伝えしていく機会を増やしていきたいと思っています。ちょっとしたことでも少し
は価値があったりしますので、日々の自転車生活に活用いただけるよう取り組みます。

一生懸命に自転車で頑張っている人。きっかけは純粋なことからはじまっていると思
います。誰もが頑張り続けることは難しいでしょうが、一途に頑張る人を応援してい
ます。キッズからマスターズ、学生も。頑張った先に何があるのか、それは人それぞ
れです。応援した先に何があるのか・・・応援したという純粋な心が残りますし、製
品で応援するならば物の成長につながります。共に心も成長していければ本望です。

東京サンエスの取り組み

▶︎

▶︎

▶︎

▶︎

▶︎

カタログの配布
総合カタログ作りも今年で 32 回目となりました。制作については、カメラマンと印
刷以外すべて東京サンエス内部で行っています。これがひとつの我が社の誇りでもあ
ります。それゆえに昨今の電子的な機能を駆使した世界との乖離を心配する面もあり
ます。しかし、社員の手で作ることの方が、それに印刷物として触れていただくこと
の方が、意味があると信じて、これからも頑張っていきますので宜しくお願いします。

▶︎
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月刊 サンエスウォッチング Vol.68-1

TOKYO SAN-ESU CO.,LTD.

グランベース　一括りの操縦桿
▶今から 3 年前の 2021年、Vol.36 で紹介した STI レバーをフラット的に使える「リリーフバー」の製品化直後に、昨今流行りのカーボンステムハンドル一体型（インテグレートモデル）を次のテーマとする機会に巡り会いました。それは、弊社のカーボン製品を 20 年程前から作っていただいている協力工場が、当時（2021年）レースシーンでも世界で一番認知度の高かった最新一体製品の生産を請け負っていたことに起因しています。もちろん今でも世界的ブランドのトップレンジモデルを多数生産されています。ここで念押しとして一体型＝ケーブル類の内装システム云々は弊社の検討外であったことを承知ください。▶兎に角、ステムとハンドルがカーボン製で一体になっていることで、いったいどんな走行感触＝心地になるのか。その最新一体製品をいつものテストバイクに取り付けて乗り込みました。これが…結構違うんです。アルミステム +アルミハンドル・アルミステム +カーボンハンドル・カーボンステム +アルミハンドル・カーボンステム + カーボンハンドル、とは違うんです。ポジションはピッタリ出ていないにかかわらず、何と言ったら良いか、そこには正しく“ 一体感 ” があるのです。一括りのモノ。具体的にはハンドルを振り易いとか振動の入力が身体に優しいとかありますが、素直にこれは良いなと感じました。と共にイコール レースとかではなくて少し身近な存在にならないものかと開発してみようとなったわけです。▶まず、ポジション問題を解決するべくサイズ可変式を検討。これは却下、安全性に難あり。もはやサイズの選択を細かく行えない点を補ってくれるぐらいに快適な調子の良い設計を狙うしかありません。

◀︎直ぐに却下となった 3次元可変式のアイデア

▲最初期のデッサンですがこの時点から 90度上がりに拘りがありました

◀︎▼具体的数値化も手書きが基本にあります

▲実際の最新ブラケットとも角度を確認します ▲初期の 3Dプリンター模型

▲フレームヘッド角 71.5 度から 73度までの変化を２サイズを重ねて検証します

71.5° 72.0° 72.5° 73.0°

◀︎▲ 2本のケーブルを外でも中でも通せるように設計しています

▲ FZ=フィットゾーン部分のみの模型 ▲これまでの FZから更に細部を追求した曲線を作り出しました

次ページへ続く ⇒
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月刊 サンエスウォッチング Vol.74-2

思惑と広がりの1990 年代

● 次回、月刊サンエスウォッチング Vol.75 は2024 年 9 月13 日（金）の配信予定です。

TOKYO SAN-ESU CO.,LTD.

▶︎当社が米国を代表する MTB ブランドであった「GT Bicycles」を大々的に国内販売していた時、作る人「Gary Turner」氏を担ぎ上げ小売店から GT 創業社長となったビジネスマン「Richard long」氏が、その絶頂期 1996 年 7 月12 日、日本の大型モーターバイクで颯爽とビッグベアでのレース会場に到着する筈だった寸前に、トレーラーと衝突し帰らぬ人となり、現地から直後に国際電話で事故死を伝えてくれた友人の波打つ声は今だに耳から離れません。何かがその時に終わったと感じました。それは米国的プッシュプッシュ型ビジネスとの訣別と、自分達でやらねば意味が無いということを思慮させてくれるに値する印象深い出来事でした。その後、当社は国内外の優れた製品以外に自社製品を開発する道を広げていくこととなったのです。

▶︎そんな中でも、創業者自身、例えば RITCHEYのトム・リッチーが彼らしいモノを作る、とか、ハワイ好きと北米 CX チャンピオンと MTB 殿堂入りの血統を持つ KONA の創業者が復活してきたので、彼ららしいモノを作る、など肝の座ったモノ作りに期待したい部分も残っています。

◀︎ RITCHEY は長期に渡って東洋フレームに製作を依頼していました。この「Project-20」は 90 年代の前半から後半、当時の頂点を行く実戦モデルだったと言えます。多くの MTBクロスカントリーライダーが東洋フレーム製のRITCHEY に乗りたいと思っていた時代でした。

◀︎ 1998 年にトム・リッチー自ら製作した市販 MTB モデルが登場します。その名も「Montebello」。あまりに高額であったために日本国内での販売は断念しました。つい最近に同名のモデルを発表しましたが、それはMTB ではなく現代版ツーリング系のモデルとなっています。

▶︎スイスの自転車界の英雄である「トーマス・フリシュクネヒト」は現役時代にはレースのために 2 度来日し、圧倒的な勝利を収めました。MTB 世界選手権で優勝やアトランタオリンピックで銀メダルなど。この写真は 2 度目の1998 年に参戦した時のもので、東洋フレーム製の「Project-20」に乗っていました。

▲「トーマス・フリシュクネヒト」はトム・リッチーのシクロクロスフレーム開発にも欠かせない存在で、写真はその名品である東洋製 1998 年 SWISS CROSS。彼は CX でも世界選手権優勝など実績を残し、なんと欠員が出たオリンピックのロードレースに SWISS CROSSで急遽参加し完走を果たしています。

GT の創業者「Richard long」氏は、BMX から MTB（ATB）も手掛けるために大阪にある東洋フレームにフレームの製作を依頼し、代名詞となったトリプルトライアングルが生まれます。1985 年に来日した時には奈良観光もされて、奈良公園で鹿せんべいを少々逃げ腰気味に与える貴重な若かりし頃の氏の姿で、今回の章を締めくくらせていただきます。

◀︎少し番外編ですが、これは 2000 年に欧州でのショーに参加していた MIZUNO のブース。先にも書きましたが当時カーボンフォークの共同製品を出していました。欧州ではフレームやパーツも非常に有名で、自転車界から撤退される時に、生産工場を当社 OnebyESU のカーボンで引き継ぎました。工場は MIZUNO を礎に今や世界の超一流製品の生産を担っています。（Vol.13-14を参照ください）

▲こちらは 1993 年のブリヂストン USA のカタログ。65 ページ構成でマニアには非常に有名なカタログであり、製品は全て手書きの絵となっています。自転車の構造であるとか乗り方であるとか非常に哲学的要素のある読み物で、後に「Rivendell」を創業した「グラント・ピーターソン ( ピーターセンとも言う )」がブリヂストン USA 所属時代に作ったシリーズと言われています。もちろん MTB もありますが、RITCHEY からの影響が色濃く現れています。

◀︎ KONA はカナダ バンクーバーの TBG(The Bicycle Group) 社のブランドとして立ち上がります。この写真は 1989 年バンクーバーのダウンタウン、鉄道横のレイルウェイストリート。左の建物の片隅のアジトのような小さな事務所が KONA 発祥の地です。

◀︎ KONA バイクは初期からヘッドチューブの長い独特のスタイルで、バンクーバーアイランドのトレイルを一緒に乗り廻した思い出があります。

2024.9.13 配信

月刊 サンエスウォッチング Vol.75

MADE　〜 JFF #503 〜 JFF # ・・・

▶︎「Tom Ritchey = トム リッチー」 については本誌でも幾度も登場している現代自転車界の現役の歴史的人物ですが、8 月 24 日に米国の北西部オレゴン州のポートランドで開催された MADE（＝メイド：フレームビルダーを中心出展者としたトレードイベント）に登場し、大変貴重な溶接場面を限られた空間で披露されました。

● 次回、月刊サンエスウォッチング Vol.76 は 2024 年 10 月11日（金）の配信予定です。 TOKYO SAN-ESU CO.,LTD.

OnebyESU のフレームは Tom Ritchey 自ら伝承した TOYO 製作フレームを遺伝子に持つシリーズで、リムブレーキロードモデルは 2014 年のファーストモデル以来 10 年ぶりとなります。まだプロトタイプであり、詳細は変更されていきますが、まずはこの場で少し紹介させていただきます。オーソドックスでありシンプルであり、OnebyESU らしいジオメトリーであるこのフレーム。エンドは Ritchey 製で生産工場は Ritcheyフレームの生産工場でもあります。

【 JFF #503 のプロトタイプ 】

「MADE」での「Tom Ritchey」

▲何も引かない何も足さない、ライダー自身が不安なく四六時中爽快な風を感じられることが目指すところです。

▲使用する真鍮溶接棒は使用済みの端々を繋ぎ合わせて再生したまさにSDG's なものでした。彼は単に自然にそうしているだけだと思いますが。

▲ロッドを溶かし流し込んでいきます。ハンドルは使い古したガタガタのテーブルと膝の上に置いています。

▲素手でハンドルの先端を持ち熱してロウを重力を利用して巡らせていきます。既にこの時点である程度のフィレットになるようなラインを重力を操って描いているのです。

▲年季の入ったテーブルやグラスや継ぎで拵えた真鍮溶接棒。

▶︎今回溶接場面のパフォーマンスをされた古典的名品である「Ritchey Bullmoose bar」は「bi-plane Forks」とともに彼が自ら古典的フレーム所有者の為だけに製造するものですが、独自の論理に基づく手法は日本の「日東」さんでも脈々と伝承されており、時間に追われるだけのもの作りではない継続性は物作りの真髄であると改めて感じられた Tom Ritchey の作業場面でした。

▶︎一番大切なのは、最小限の行為で確実な接合を美しさを交えて可能にすること。材料選択は勿論のことですが、作業の独自性は他に類を見ないものです。低温のガスにより最小限のロッドで確実にロウを行き渡らせ、本体に対して熱による影響を最小限に抑える。よってその都度本体の角度を変えながら「Gravity= 重力」を活かしてロウを巡らせる。つまり本体を自由に回転させる必要がある、とともに温度状況を把握しなければならない。治具を使わず素手で行うことの意味がわかります。最小限のロウで済ませることで最終的な磨きも最小限で済む・・ということ。※治具を使用すると上からは重力を掛けられるが横からは掛けられないので、シートチューブのみを掴んで回転させる方法を直々伝授されたビルダーは採用していたことがある。

▶︎彼の凄みは独自の論理（LOGIC）で製品開発設計製造を貫き通していることではないかと思います。彼は溶接に真鍮溶接棒（ロッド）のみを使用しロウ付けをします。このロッドはアメリカ製の希少な材料で、まず本体を治具で固定しロッドで部分タッグ（決めロウ付け）はするものの、あとは治具を使わず本体を手で回しながら溶接を進めていきます。しかも素手です。

▲今回の会場に置かれたハンドメイド製品▲フィレットされた「Ritchey Bullmoose bar」 ▲トム リッチーがパフォーマンスのあとにプレゼントしてくれた使いかけの溶接棒。ほんとに継いでいます。

▲シートステーは単なるベンドスタイルではなく、エンド先端のみベンドで設計しています。

▲フルカーボンフロントフォークと共に直線と曲線からなりトリプル＆ダブルバテッドを駆使したクロモリです。

JFF #○○○・・・電子制御と油制動、空気抵抗と鉄仮面、実はズバッと自由でいたい私たちの旅路。目標と抑制の渦に巻き込まれまいと争う自転車乗りの皆様。複雑な旅路だったとしてもワクワクドキドキしつつ自分を取り戻す極シンプルで安全な道具としての自転車があるべき姿をご提供したいと取り組んでいます。
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月刊 サンエスウォッチング Vol.26

サンエスウォッチ  〜自転車の街、御徒町から〜

● 次回、月刊サンエスウォッチング Vol.27 は 2020 年 9 月11日（金）の配信予定です。

〜自転車万歳！！〜　（連載コラム：全 12 回）    

［第10回］人気のロングセラー商品「バックループ」。30 年以上の時を経て今年 5 月にアップデートを実現しました。ステンレスボルトの頭をプラスから 4mm アーレンキーの六角に変更するとともに、プレートをループ間に挟ませ、固定力を高めています。昨今、小物の生産も国内では益々厳しくなって来た中で、日本の工場で一つ一つ手作りで製作される貴重な商品です。

「バックループ」はサドルバッグ吊り金具として「クイックエンドアダプター」（Vo.20 参照）とともに、現代ニーズにも応えるニッチ商品です。

東京駅から山手線で上野方面に３駅目「御徒町（おかちまち）」の周辺は、台東区・千代田区・文京区の３区境に位置し、古くは玄関駅の上野や貨物駅の秋葉原そして市場などもあって利便性の高い庶民の町、つまり運搬や移動の手段としての道具が必要な町であり、かつて自転車関連のメーカー、問屋や卸など大小 100 を超える会社がひしめく自転車産業の町でもありました。しかし今現在、特に山手線内側エリアでは小売店舗を除くと片手でも数えられるほんの数件を残すのみ。そんな御徒町の錬成（れんせい）通り沿いで東京サンエスは、メーカーや外部の工場と協力し、今も仕事を続けております。今回は、業務のほとんどを行っている東京サンエス本社内部を少しご紹介いたします。

旧 2F ▶ 社屋内に約 3000 種の商品を流通させる心臓部があることで、細かな対応も可能にしています。

新屋上▶ 約 50m 先の高架橋、山手線・京浜東北線・上野東京ラインが走ります。全国津々浦々につながっている動脈が御徒町を通過します。

新 1F ▶ 社名が「サンエス自転車株式会社」であった昭和 30 年代から使われている木製引き出し。出来る限りいいものは愛着を持って使い続けるようにしており、日々、継続の有り難さを感じさせてくれる存在感があります。発送作業はこちらで行われています。

旧 4F ▶ 左と右にショールームと作業場があり、開発製品のテストなども行います。社員達の通勤自転車も並んでいます。新館側には事務所があります。

旧 1F ▶ 東京の真ん中という立地であるが故に、無駄なスペースはありません。高さのある１階には中 2 階を作り、荷物の上下移動用吹き抜けやリフトが設置されています。空間を最大限活用しようという先人の工夫が今でも活かされ続けています。社屋は、1969 年に改築された５階建旧館と増築した６階建の新館からなります。

2023.3.10 配信
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ドロップハンドルの気になる寸法

🅐🅐🅐🅐

🅐🅐🅐🅐

🅐🅐🅐🅐 🅐🅐🅐🅐 🅐🅐🅐🅐

🅑🅑🅑🅑 🅑🅑🅑🅑 🅑🅑🅑🅑

🅒🅒🅒🅒 🅒🅒🅒🅒

前号ではオリジナルドロップハンドルの系図を紹介しました。今号ではドロップハンドルを使用する時に気になる部分、ドロップポジションでのブレーキレバーまでの距離にスポットを当て、実測での数値を公表していきます。

オリジナルドロップハンドルには A〜I まで９系統の特徴、個性があることを系図によって示しましたが、その流れに基づいて実測しました。

▶︎モチーフに使用したブレーキレバーはシマノ ULTEGRA（R8000）とし、レバーリーチアジャスターを最狭と最広に設定した時の距離を計測しています。レバートップ部分は若干（約 4°）前上がりとし、計測位置は右図で示している通り実際のドロップポジションでの平均的な角度・・・レバータッチ部分を起点に地面と平行線から上に 20° の角度で設定、想定ヘッド角は 72°、使用ステムは 75° 100mm です。

・ジェイフィット モア・ジェイフィット モア 2　（400・410・420mm）狭：76mm・広 90mm

アジャスター最狭 アジャスター最広

・ジェイフィット狭：75mm・広 88mm ・ジェイカーボン狭：65mm・広 80mm

・ジェイフィット トラッド狭：69mm・広 86mm

・ジェイカーボン モンロー・ジェイカーボン グランモンロー・ジェイカーボン グランモンロー SL狭：89mm・広 102mm

ジェイフィット モンロー FZ狭：85mm・広 99mm

・ジェイカーボン ネクスト・ジェイカーボン ネクスト VDS　（360・380mm）狭：83mm・広 97mm

・ジェイカーボン ネクスト・ジェイカーボン ネクスト VDS　（400・420mm）狭：75mm・広 92mm

・ジェイフィット エバー・ジェイフィット エバー FZ・ジェイフィット エバー FZ ナロウ・ジェイフィット エバージョン 2 FZ狭：84mm・広 97mm

・ジェイフィット モア・ジェイフィット モア 2　（360・380・390mm）狭：78mm・広 89mm

20° 20°

以下の写真は全てリーチアジャスター最狭設定のものです。

ジェイフィット

ジェイフィット トラッド ジェイカーボン ネクスト VDS ジェイカーボン ネクスト VDS

ジェイフィット モア ジェイフィット モア ジェイカーボン

ジェイフィット エバージョン 2 FZ

ジェイカーボン グランモンロー SL ジェイフィット モンロー FZ

次ページへ続く ⇒
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月刊 サンエスウォッチング Vol.3 
「OnebyESU JFF#501 フレーム 開発ストーリー」
  第 2 章　試作品から完成 〜そしてセカンドモデルの開発へ〜

●次回 (10/12) の月刊サンエスウォッチングは「サイクルモード (11/9-11)」にて配布予定の最新カタログ「東京サンエス総合カタログ Vol.26」の制作真っ只中となっている本社現場の模様と、サンエスカタログの制作秘話を時代の振り返りと共にお伝えする予定です。 制作がんばります！

ジオメトリー

　JFF#501 では快適想定ケイデンスを「85 回転辺り」からと考えています。現代では特にゆったりした回転域とされるかもしれませんが、三位一体の構成パーツと共に、ロードバイクというカテゴリーで括られながらも、懐深い余裕のある心地よさ、快適具合を掴もうとしています。

　前章で書きましたように、３本ローラーでの気づきを基に、日本人の悩みをフレームから解決しようと進めたロードフレームの開発は、日本人の身体を意識したジオメトリー ( フレーム寸法 ) 研究から始まりました。　「心地よい乗り味をリーズナブルに提供」することを目標に、幾多の図面書き換えと試作での 3 本ローラーと実走実験を繰り返し出来上がった最終図面が右です。短い TL と穏やかな HA/SA に低い HD。限り無くシンプルであり、その奥には深い背景と複雑さが潜んでいます。それぞれに細かな意味を成す寸法は、寄り添う構成物によっても生かされるかどうか変わります。とりわけフロントフォークは操舵輪の生命線といっても過言ではないでしょう。快適性を考えた多種のカーボンフォークに多数のオフセットを備えたのもその理由に他なりません。下の表ではフロントフォークの選択によるトレイル値の変化とJFF が考える推奨を明らかにしています。構成物を選択することの重要性はフロントフォークはもとより前章の「三位一体パーツ」にも共通します。それらを備え、一体化した時に初めて開発目標である「心地よい」の本質に辿り着くと考えています。

　４年の歳月を経て 2014 年に完成した「JFF#501」は、悩みを解決し、心地よさへと誘う要素をジオメトリーと素材に盛り込み、7 サイズ、選択フォーク延べ 10 種・カラー 29 種という内容で発売、以来生産を続けております。　経験豊富な実走者は誌面で、スムーズで滑らかでありしなやかな奇跡的なフレームと評し、走りが上質で味わい深く快適で扱いやすいフレームだと結ばれています。

　昨今は電動変速やディスクブレーキといった新たなる快適要素が加わることにより、タイヤ幅を広げ且つフルフェンダーが装着出来るなど可能性を広げてくれています。　#501 を継承した「心地よい」ロード系ディスクフレーム＆フォークを今年中には発表できるよう開発に取り組んでいますのでご期待下さい。

完成

〜セカンドモデルの開発〜

ないものは自らつくる。東京サンエスの独自製品誕生はそんな至って単純な思いが発端でした。楽しみや競争としての自転車文化は
欧州から伝来してきたと思われますが、製品も同じことであり、自らの力で進む自転車の寸法から地域性なども引っくるめて伝来し
てきてますから、人や地勢地理に合わないことも十分にあり得ます。それが即ち世界中になかった、ということに繋がっていきます。
そしてそれが本当に必要であったなら、伝播も進み当たり前の製品となって溶け込んでいくものです。溶け込むのを待つのではなく、
単純な思いを具体的に発想し、それを実現させることが何よりも大切であると考えています。

Dual Offset Flip Flop System

Fit Zone

〜Narrow30…快適な30mmの世界〜 PATENTED

快適走行に理想的な…Q ファクター

48mmシリーズ48mm Series 〜快適な 48mm の世界〜

操舵の要であるオフセットによるトレイル値。「デュアルオフセット（可変式）」は、ヘッ
ド角 (HA) を 72 度と仮定した上で、簡単なパーツの付け替えにより、前輪の軸を地面と平
行に前後約 5mm 変換できるよう設計しています。これによって同じ外径の車輪であれば
ハンドル高を変化させずにオフセットを変えることが可能となっています。つまり HA72
度であればオフセットを変換しても前輪までの前後距離以外、フレームのジオメトリーは
変わりません。フォークのオフセット変化によりトレイル値を変えられる・・・ひとつの
フレームでふたつの操舵感を生み出す機能です。タイヤの交換時にも有効性を発揮します。

カーボン製品の振動を意図的に快適指向に変えられないか・・という
テーマを追求して辿り着いたのが日本製のシート。カーボン積層間に入
れ込む研究を行い実現したのが「VDS」です。振動を抑える効果のあ
る部分を探り、その場所に挿入することで振動伝達強度を低減し、振動

が減衰する時間を縮め、路面から伝わる身体への振動負担を軽減する機構です。参考数値
としては VDS 採用のドロップハンドルと非採用を比較した場合地面から伝わる値「G」は
31% 低減され、振動減衰までの速度は 4 倍速まります。ワンバイエスカーボン製品の、フ
ロントフォーク、ハンドルバー、シートポストで採用しています。

フィットゾーンはドロップハンドルのブラケットポジションで、指掛けをサポートし、ブ
ラケット下の指掛けの握り込みに対応。ブレーキレバーとハンドルバーの空間がフィット
ゾーンにより広がり、中指薬指小指が無理なく入り余裕ができ、ブレーキ操作時も薬指と
小指を掛けることが可能になります。小指を掛けつつブレーキ操作を行える事は上半身が
安定しヒルクライムでのパワー伝達、コーナーなどでのハンドリング性を格段に高めてく
れます。障害物の多い中でブレーキ操作が頻繁な街中走行や、下りのコーナリング、悪路
やシクロクロスなど、繊細なコントロールが必要な場面で大いなる威力を発揮します。

トップ選手から「もっとスムーズにペダリングを行えるサドルを…」と切実な要望を受け
サドル本体とシートポストのレール＆クランプ幅を通常より 13mm 狭くした 30mm の製
品を作りました。日本の競輪界には専用の 30mm レール幅の組み合わせ製品がありまし
たが競輪界にしか存在せず、一般向けに一から設計したものがナロウサーティーシリーズ
です。選手からの要望のようにサドルと内股太もも周辺との接触は摩擦抵抗を高め、特に
股関節の狭い日本人では接触率も高いと思われます。2007 年に開発がスタートし 2013
年に狭小システムそのものが特許認定され、現在は多くのモデルを展開しています。シー
トポストもクランプを変えるだけで対応できるモデルを多数揃えています。

身長は勿論の事、手足も指も長く股関節の幅も広い欧米人に合わせた製品開発がなされる中
において、小柄で手足が短く体幹が長い日本人が、快適かつ安全にバランス良く乗車するた
めには、各部のスケールダウンは本来必須と言えます。ペダルの回転はサドル・クランク・
ペダルの３点に運動が集約されています。股関節を身体を直立に近い状態でペダルを回せる
ように、クランクの間を極限に近く狭く設計したのがディズナ「ラ • クランク」です。ペダ
ル装着部分にも右写真①のように 2mm の段差を設けて更に狭小化を実現しています。勿論
クランク長も重要であり 130mm から作りました。上記ナロウサーティーや下記 48mm シ
リーズなどと共に、人の身体に適したものづくりに真摯に取り組んでいます。

シューズ位置を出来るだけクランク側に寄せてスムーズで効率的な回転運動（ペダリング）
をしたい…これらの要求にサドルはナロウサーティーシリーズ、クランクは Q ファクター
を攻めた「ラ・クランク」、そしてペダルで応えたのがこの「48mm シリーズ」です。欧米
人に比べ平均的に股関節の幅が狭いライダーに、スムーズな「廻す」という行為を提供す
る最後の重要な場所です。通常より片側 5mm づつ、両サイドでたったの 10mm の幅寄せ
が生み出す効率的な回転運動。サドル・クランク・ペダル…この三つの要素が一体となっ
て生まれる効果は、次の領域へとライダーを誘ってくれます。
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43mm30mm レール 13mm・ボディー約 18mm の差
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製品の独自性

a

C D

b  A B

A a

B b

フォークコラムセンターのラインから HA72 度での地面との平行移動ポ
イントは図の　  と　 なり、通常のオフセット値で示すと    と　 にな
ります。平行移動によってフレームジオメトリーへの影響を最小限に抑
えオフセットを変えることが可能です。　と　 はフォーク肩下寸法です。

　　  位置では付属の専用キャリパーマウントアダプター
（グレー部分）を使用し、　　　位置では通常のアダプター
（BK 部分）を使用します。

■ VDS 振動減衰低減機構

ブレーキブラケット取付けライン下側のハンドル径を
削いだドロップハンドルデザイン「フィットゾーン」

P.13•15 掲載

P.13•14•18•21 掲載

P.17•18•25 掲載

P.21•22•31 掲載

P.33 掲載

P.35 掲載

30mmクランプ

こちらの URL からご覧になれます。
https ://www.youtube.com/
@tokyosanesu


